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科研・基盤A「不確実性と多元的価値の中での順応的な環境ガバナンスのあり方についての社会学的研究」 

本日（2017.2.5）の目標 

目標１ 
この科研で各自が追求する事例やテーマを共有
する。 

目標２ 
この科研で今後鍵になりそうなキーワードを抽出
し、そこから、この科研の今後を展望する 

・・・ 

・・・ 

・・・ ・・・ 

・・・ 



昨年7月の第1回研究会で： 
本科研で考えたいこと 

（1）引きつづき、順応的ガバナンスの要件＝順

応性を保ちながらプロセスを動かしつづけられる
要件、の探求 

（2）それ以外の探求 
（2-1）順応性以外の軸の探求 
（2-2）社会学（社会科学）2.0へ 
（2-3）他に探求すべきテーマ。また、新しいフ

レームワークの提示 



（a）地域環境史・地域固有の文
脈の発掘・記述 （b）自然と社会のレジリエンス

の解明 

（c）グローバルな価値とローカ
ルな価値の齟齬や相互浸透
の実態と課題分析 

（d）レジティマシー（正当性）の
ダイナミズムの実態分析 

（e）協働と合意形成の実態分
析 

（f）プロセス・マネジメントと中
間支援のあり方の分析 

（g）研究者・外部者の役割につ
いての分析 （i）アクションリサーチと社会調

査のあり方の分析 

（i）地域固有の歴史を踏まえ
た合意形成の多元的な方策
の検討と構築 

（ii）プロセス・デザイン、プロセ
ス・マネジメントと中間支援・
専門家支援の方法について
の検討と構築 

（iii）多様な主体が使える社会
評価ツールと社会調査法の
開発 

順応的ガバナンスの8つのテーマについて知見抽
出 

28事例の
詳細な
フィールド
ワーク 

順応的ガバナンスのモデル構
築 

昨年7月の第1回研究会で： 
研究調書上の計画 



多角的なアウトプットと
政策提言 

昨年7月の第1回研究会で： 
アウトプットのイメージ 

有効な事例集作り 

理論的な書物 
（基本コンセプト・学問的検

討） 
（日本語と英語？） 

（i）地域の歴史を踏まえた合意形成 
（ii）プロセス・デザインと中間支援の方法 
（iii）社会評価ツールと社会調査法 
 
についての具体策やガイドライン作成 

地域環境史叙述 
聞き書き作成 

ツール提供 
・社会評価ツール 

・アクションリサーチツール 



順応的ガバナンス
のための多元的
ツール集 

あたたかい社会へ 
（息苦しくない社会へ） 

（マネジメントされない社会へ） 

非定型のツール
であること グッドプラクティス・リスト 

ネガティブ・リスト 

制度、堅い管理 

ツールしての 
社会科学 

社会実験？ 

むしろ批判科
学であれ？ 

映像活用 
非言語的資料 

人 

定性的指標 

ミニパブリックス 

「順応性」以外の
軸の探求 

現場でツールが求
められている 

接ぎ手 

評価カルテ 

“弱い発想”のための 

地域環境史 

制度設計の規
範を導く 

最適化のため
の社会科学 

多機能型人材 

聞き書き 

カウンセリング 

寄り添い 

探求すべき事柄 
～2016.7.23第1回研究会の議論より 



探求すべき事柄 
～2016.7.23第1回研究会の議論より 

 この科研では、さまざまな事例の実践的調査と理論的な探求から、順応的ガバ
ナンスのための多元的なツール集を考え、アウトプットすることを目標としたい。 
 ツールは非定型で多元的なものであるべきだが、たとえば、グッドプラクティス・
リスト、ネガティブ・リスト、聞き書き、地域環境史、映像作成、そして評価カルテな
どが考えられる。中でも評価カルテ（定性的指標を使ったカルテ）は、寄り添い型
支援やカウンセリングのツールとしても自己評価ツールとしても使える。堅い科学
的管理と柔軟で順応的なプロセス管理の間には、ミニパブリクスなどいくつかの
接ぎ手が考えられるが、中でも多機能をもった「人」の存在は接ぎ手として大きい。
その「人」がカルテなどのツールを使ったカウンセリングや寄り添い型の支援を行
うことができる。 
 順応的なガバナンスのためのツールが、定型的になって息苦しい社会を生み出
してはいけない。どうすればそうしたツールを使いつつあたたかい社会を作ってい
けるかを同時に考えなければならない。 
 社会科学そのものも順応的なガバナンスのためのツールとなりうる。そこでは、
批判的科学としての側面、規範を生み出す科学としての側面、最適化のための
科学といった多元的な役割を考えるべきであろう。 
 













図  順応的ガバナンスの3つのポイント 

順応的ガバナンス 

試行錯誤とダイナミズムを保証する 

多元的な価値を大事にし、複数のゴールを考える 

多様な市民による調査活動や学びを軸としつつ地
域の中での再文脈化を図る 



共通目標の設定 
（合意可能な、その都

度の目標） 

 
不確実性の中で、順応性
を保証し、プロセスを動か
しつづける 

評価 
（プロセスの確認や

課題の発見） 

学び 
（価値の再発見や地
域潜在力の顕在化） 

複数性の担保 
（「余地」を作る） 

順応的なプロセス・マ
ネジメント 

支援・媒介者 
（外部者・専門家
の順応的な役割） 

図 順応的なプロセス・マネジメントの諸要件 



 
プロセスを駆動する 

さまざまなそのときそのときの 
しかけ 人と社会の順応性 

多中心的なプロセスデ
ザイン 



宮内はどういう事例で研究するのか 

• イワシ研究 
• イワシ漁業と地域社会のレジリエンス・モデル？ 

• 千葉、瀬戸内海、長崎 
• 膨大なデータの蓄積＋現状の調査→モデル化 

• アザラシ獣害と漁業 
• 北海道アザラシ管理検討会 
• 礼文島・稚内・天売島等における漁業の歴史と海獣被害への適応 

• 石巻市北上町のコミュニティ再編と自然資源管理 
• 札幌市のヒグマ 

• 酪農学園大学・佐藤喜和さん＋札幌市担当部署 
• 札幌市のいくつかの場所での「合意形成」 

• 聞き書き実践 
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